




要約:1840 名の使用済み新生児濾紙血を用いてセルロプラスミン(CP)の測定を行った。測

定は出光興産中央研究所より供与されたキットを使用し、冷牟田らの方法に従った。標準

液には Beckman 社の CP を用いた溶液スタンダードを使用した。平均値は、15.9±4.9mg/dl

であり、カットオフ値を 7.5mg/dl に設定した場合、再検率は 2%であった。次に測定に際

して、CP の抽出を 15分間超音波抽出法と、4℃ overnigh 法の 2群に分けて比較した。超

音波抽出を行った群の平均値は 16.3±5.Omg/dl、4℃ ovenight 群の平均値は 15.3±

47mg/dl であり 2 種類の抽出法間に有意な差は認めなかった。本法によれば新生児濾紙血

を用いても CP 値は安定でありスクリーニングは可能であると考えられた。輸送条件の最

も悪い夏季を想定し、濾紙血を 37℃、湿度 100%の状態に一晩保存したところ、すべての

検体で CP 活性は 30%以上低下しており高温多湿時の検体の輸送条件が問題になると考え

られた。


